
社会 第１回 問題解説 

洗足学園中学校 

 

社会は、地理・歴史・公民分野の各大問から構成されています。また、論述問題(文章で説明等を求める問題)を出題しており、部分

点を設けています。 

 

 

１ 地理分野からの出題です。 

 

  問１ ②は「三角州」、③は「置賜つむぎなどの伝統工業が盛んである」、④は「諏訪湖付近では、電子部品が盛んに生産されてい

る」という部分が誤りです。正解は①です。 

  問２ ①の「佐渡金山遺跡」、④の「八幡製鉄所」に関しては推薦書が提出されていません。②の「原爆ドーム」はすでに世界文

化遺産に登録されています。したがって、正解は③です。 

  問３ Ａ 雨温図の問題です。東京は太平洋側の気候に属しています。それぞれの雨温図の夏と冬の気温と降水量に着目すれば、

正解を導き出すことができます。正解は①です。 

Ｂ ①は集積回路・科学光学機器など軽量・小型で高額な貿易品が多いことから成田国際空港、③は自動車・自動車部品の

割合が高いことから中京工業地帯の一部である名古屋、④は鉄鋼･石油製品の割合が比較的高いことから京葉工業地域

の一部である千葉であることが分かります。正解は②です。 

  問４ ①は「いずれも北海道である」、②は「キャベツ」、④は「野菜の豊作が続いているため、日本の野菜の自給率は 100％をこ

えている」という部分が誤りです。正解は③です。 

問５ 2011 年度のみかんの生産量は、1 位が和歌山県、2 位が愛媛県、3 位が静岡県となっています。したがって、正解は④です。 

問６ 正解は「猪苗代湖」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問７ [地図]中の線は、中国地方・近畿地方の北部、中部地方・関東地方の南部を通っています。したがって、正解は中部地方の

南部にある④です。 

問８ 「富士五湖」は、せき止め湖です。①は断層湖、③はカルデラ湖、④は氷河湖について述べています。正解は②です。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

  問１ ②は「纏向遺跡の発掘によって、邪馬台国は北九州にあったことが判明」、③は「郡司」、④は「中国と対等の外交」という

部分が誤りです。したがって、正解は①です。 

  問２ ①は「日本列島では巨大な前方後円墳が盛んにつくられていた」、②は「白村江の戦いによって途絶える」、④は「万葉仮名 

を用いた文学作品に代表される」という部分が誤りです。したがって、正解は③です。 

  問３ 正解は「竹崎季長」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

  問４ 「合い札である勘合を持参して、明で照合を受けて一致した場合、日本からの正式な貿易船として認められた。」といった 

内容の文章であれば正解とします。 

問５ 正解は④です。①②③は時期が異なります。 

問６ Ａ 正解は「対馬」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

     Ｂ 正解は①です。②は壱岐、③は平戸島、④はいわゆる五島列島を示しています。 

  問７ ①は「五箇条の誓文の内容に沿った」、②は「帝国議会によって審議されたもの」という部分が誤りです。④は五箇条の誓 

文について述べた文です。五榜の掲示は、人民の心得として民衆に対して掲げられたものです。正解は③です。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 



問１ アメリカの ODA 総額は、2001 年から現在まで世界第１位です。かつて日本の ODA 総額は世界第１位でした。したがって、

正解は③です。 

問２ ①は「裁判や弁護士の費用は必ず国が負担する」、②は「民事裁判における第一審は、裁判員制度の対象となる」、③は「警

察が原告の立場で訴えを起こす」という部分が誤りです。したがって、正解は④です。 

問３ 正解は②です。②は「３分の２以上」という部分が誤りです。 

問４ 「国会議員の中から国会の議決でこれを指名し、天皇によって任命」といった内容の文章であれば正解とします。 

問５ 2004 年から 2013 年の 10 年間に内閣総理大臣に就任したのは、小泉純一郎首相、安倍晋三首相、福田康夫首相、麻生太郎

首相、鳩山由紀夫首相、菅直人首相、野田佳彦首相、安倍晋三首相です。安倍晋三首相は２度内閣総理大臣に就任していま

すが、問題文の指示に従い、１人と数えます。よって、７人のうち４人を輩出した「自由民主党」が正解です。 

問６ 正解は「パク・クネ（朴槿恵）」大統領です。 

問７ 正解は「厚生労働省」と「文部科学省」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。また、双方正解した場合のみ得点と

します。 

問８ Ａ ①は「裁判を受ける権利」、②は「社会権の一部として憲法に明記されている」、④は「教育を受ける義務を負う」とい

う部分が誤りです。したがって、正解は③です。 

Ｂ 正解は④です。職業選択の自由は、いわゆる経済的自由に含まれます。 

 




